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英今月　の税金　＊

町県民税（第4期）　国民健康保険税（第4期）
1月26日（月）まで　　　　　　　　1月31日（土）まで
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税金は、町づ　く　り　の源伸びゆ　く　遠賀町

新
　
年
　
の
　
御
　
挨
　
拶

遠
賀
町
長
　
柴
　
田
　
重
　
蔵

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昭
和
5
6
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
様

方
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
遠
賀
町
は
、
田
園
都
市
と
し
て

悠
遠
は
宅
地
化
が
進
み
、
目
下
分
譲
が

行
わ
れ
て
い
る
ダ
イ
ヤ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

（
脚
声
）
、
ト
ー
ヨ
ド
タ
ウ
ン
　
（
棚

方
）
、
芙
蓉
団
地
（
郷
戸
）
、
蓮
角
団

地
（
脚
声
）
に
つ
き
ま
し
て
も
着
実
に

人
口
が
は
り
つ
き
、
昨
年
実
施
さ
れ
た

国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
県
下
第
三
位
の
人

口
増
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
な
う
地
域
基
盤
整
備
が
必

要
で
あ
り
、
教
育
施
設
の
改
善
、
怒

張
、
幹
線
道
路
の
整
備
、
足
元
道
路
舗

装
、
河
川
の
整
備
等
、
生
活
課
続
の
計

面
的
整
備
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

て
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
に
進
捗
い
た
し
ま

し
た
。
特
に
教
育
施
設
の
整
備
に
あ
っ

て
は
、
生
徒
の
増
加
に
対
応
す
る
よ
う

鳥
的
小
学
校
の
増
築
、
浅
木
小
学
校
の

体
育
館
新
築
を
現
在
進
め
て
い
ろ
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
遠
賀
川
河
口
堰
の
完
成
に
よ

り
水
資
源
の
確
保
も
で
き
ま
し
た
し
、

町
南
端
虫
生
津
左
山
の
丘
に
あ
る
西
日

本
最
大
規
模
（
目
方
平
方
メ
ー
ト
ル
）

の
町
直
営
に
よ
る
「
遠
賀
霊
園
」
も
、

明
る
い
陽
ざ
し
か
ふ
り
そ
そ
ぐ
憩
い
の

公
園
と
し
て
広
く
一
般
の
応
募
に
こ
た

え
て
い
ま
す
。

今
後
の
基
本
的
な
施
策
と
し
て
、
従

乗
か
ら
　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守

る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
「
健
康
づ
く
り
」
を
健
康
づ
く
り

推
進
会
該
を
核
と
し
て
地
域
、
家
庭
、

職
場
ぐ
る
み
で
取
り
く
ん
で
い
く
と
と

も
に
、
急
激
な
人
口
増
の
中
で
の
新
旧

住
民
の
交
流
連
携
を
公
民
館
活
動
を
通

じ
て
は
か
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
強
力
に
推
進
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
遠
賀
川
駅
南

の
町
有
地
1
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
す
る
総

合
利
用
計
画
の
一
環
と
し
て
、
遠
賀
町

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
（
勤
労
者
体
育

館
）
を
建
設
し
、
勤
労
者
の
み
な
さ
ん

の
余
暇
を
有
効
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ

う
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
拠
金
な
ク
ラ
ブ
活
動
の
援
助

育
成
を
は
か
り
、
昨
年
5
月
に
発
足
い

た
し
ま
し
た
宵
少
年
育
成
町
民
会
議
を

中
心
に
広
く
町
民
の
総
憩
を
集
め
て
、

社
会
環
境
が
及
ぼ
す
青
少
年
問
題
に
談

極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
健
全
な
育
成

を
は
か
る
と
共
に
、
身
心
と
も
に
健
康

で
明
る
い
堂
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
、

「
思
い
や
り
の
あ
る
地
域
社
会
の
建

設
」
を
め
ざ
し
て
努
力
を
致
し
た
い
と

念
頭
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

関
口
の
よ
り
よ
い
遠
賀
町
を
築
く
為

こ
の
上
と
も
ご
指
導
、
こ
鞭
攫
、
こ
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
御

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
　
年
　
の
　
御
　
挨
　
拶

遠
賀
町
税
長
　
中
　
山
　
包
　
久

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
紡
年
の
新
春
を
迎
え

皆
様
方
の
限
り
な
い
と
繁
栄
を
お
祝
い

で
き
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
こ
同
慶
に
存

じ
ま
す
。
昨
年
か
ら
我
が
国
の
経
済
は

石
油
の
輸
入
制
限
等
終
始
激
動
の
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
経
済
変
動
の
激
し
い
と

き
に
お
い
て
、
地
方
の
行
財
政
を
と
り

ま
く
厳
し
い
環
塊
の
変
化
は
、
地
方
自

治
に
か
か
る
諸
制
度
の
変
革
と
、
安
定

成
長
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
財
政

再
建
元
年
と
し
て
、
国
・
地
方
共
に
、

行
政
の
あ
り
方
は
、
根
本
的
な
見
喧
し

に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
住
民
の
意
識
の
変
化
に

伴
い
、
中
央
主
導
の
画
一
行
政
及
び
政

治
・
経
済
・
文
化
等
諸
機
能
の
過
度
の

中
央
集
中
を
是
正
し
、
諸
機
能
の
地
方

分
敏
、
地
域
牲
尊
重
の
多
様
な
行
政
の

展
開
を
期
す
る
地
方
の
時
代
が
志
向
さ

れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
財
政
危
機
等
を
い
か
に

き
り
ぬ
け
る
か
、
私
ど
も
は
国
に
対
し

地
方
行
財
政
制
度
の
抜
本
的
な
改
善
、

社
会
福
祉
対
策
等
の
拡
充
強
化
、
地
方

に
お
け
る
超
過
負
担
の
解
消
、
町
村
財

政
の
確
立
強
化
等
、
英
の
地
方
自
治
の

充
実
を
め
ざ
す
諸
要
求
を
強
力
に
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
諸
要
求
の

実
現
は
、
経
済
の
低
迷
す
る
現
状
で
は

容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
国
が
財
定
木
源
だ
と
言
っ
て

も
住
民
の
福
祉
は
一
日
た
り
と
も
ゆ
る

が
せ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

住
民
主
体
の
行
政
を
進
め
る
う
え
に

は
、
住
民
忠
志
の
代
表
と
し
て
、
正
し

い
方
向
づ
け
を
し
て
い
く
こ
と
が
議
会

人
に
潔
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
り
ま
す
。

本
町
も
従
来
の
農
村
型
か
ら
都
市
型

へ
と
変
化
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
方
の
多
様
化
す
る
諸
問

題
の
こ
要
穀
に
対
応
す
べ
き
諸
革
薬
の

の
推
進
に
尚
一
層
努
力
を
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
本
町
発
展
の
た
め
、
今
後
尚

一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
軽
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
、
新
年
の
こ
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か

書
き
損
じ
た
は
が
き
は

新
し
い
の
と
交
換
で
き
ま
す

年
賀
状
な
ど
宮
雛
は
が
き
の
番
き
損

じ
た
の
き
破
い
て
し
ま
っ
た
り
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
郵
便
局
で
新
し

い
は
が
き
と
取
り
換
え
て
く
れ
ま
す
。

交
換
手
数
料
は
次
の
通
り
で
す
。

通
常
は
が
き
一
枚
三
円

往
復
は
が
き
　
一
枚
六
円

こ

の

ほ

か

、

ノ

ミ

二

・

レ

タ

ー

命

と

い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
る
郵
便
沓
筋
も
交

換
の
対
象
に
な
り
、
手
数
料
は
一
枚
に

つ
き
六
円
で
す
。
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醐 
健康のためお米を食べま　し　ょ　う

三
　
島
　
明
　
神

「
筑
前
続
風
土
記
附
録
」
中
巻
に
よ

る
と
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

－
　
三
島
宮
　
三
部
の
尾
谷
に
あ
り
。

此
所
の
産
和
也
。
人
家
四
軒
あ
り
。
比

内
二
軒
は
古
門
村
に
屈
す
。
村
里
を
隔

て
関
頭
の
地
な
り
。
人
家
の
う
え
漸
く

登
り
て
山
嶺
あ
り
。
是
遠
賀
鞍
手
宗
像

三
部
の
堺
な
り
。
故
に
三
郡
の
尾
と
い

し
く
き
こ
え
る
。
番
に
来
た
時
は
ウ
グ

イ
ス
が
美
し
い
声
で
暗
い
て
い
だ
と
こ

ろ
で
あ
る
。

谷
の
水
音
は
聞
え
な
い
が
、
枯
れ
た

雑
草
の
間
を
経
っ
て
流
れ
る
一
本
の
流

れ
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
が
倉
谷
と
い

う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

道
の
向
う
に
人
家
が
二
軒
目
に
つ
く

高
い
木
立
を
背
に
し
た
家
に
は
人
の
姿

も
見
え
な
い
。

サ
ル
年
が
去
る
と
次
は
ト
リ
年
。
　
　
　
　
そ
う
と
し
た
話
が
そ
れ
で
す
。

ト
リ
年
は
、
十
二
支
の
十
番
目
の
「
酉
」
　
　
　
そ
れ
に
し
て
も
ニ
ワ
ト
リ
は
、
昔
は
暁

に
ニ
ワ
ト
リ
を
あ
て
は
め
た
も
の
で
す
が
、
　
を
告
げ
る
霊
鳥
と
し
て
宗
教
的
に
用
い
ら

＿

ブ

o

 

I

I

古
月
駅

か
ら
山
手

線
を
越
し

て
、
い
つ

か
行
っ
た

権
現
さ
ま

へ
の
道
に

別
れ
て
、

山
の
中
の

通
を
登
っ

て
ゆ
ぐ
。

さ
ら
に
進

む
と
渓
谷
が

狭
く
な
っ
て

石
の
間
を
渡

っ
て
巨
岩
の

あ
る
と
こ
ろ

に
つ
く
。
三

島
昭
神
は
こ

の
大
き
な
岩

を
こ
神
体
に

」
し
て
い
ろ
。

松
の
林
が
明
る
く
な
っ
て
渓
流
に
出

る
あ
た
り
で
、
道
は
そ
の
流
れ
を
渡
り

こ
こ
か
ら
し
ば
ら
く
は
遠
賀
町
に
な
る

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
進
む
と
美
し
い
渓
谷
が
続
き

緑
の
極
々
の
間
に
棺
の
紅
葉
が
点
々
と

綴
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
嫌
か
檜
だ
ろ

う
黄
色
い
薬
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見

え
て
、
眼
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
そ
ゝ
り
立
つ
銃

の
あ
た
り
に
、
モ
ズ
の
声
か
け
た
ゝ
ま

祭
神
は
大
山
祇
命
で
あ
る
。

鴬
紅
葉
空
へ
連
な
り
神
祇
あ
り

百
舌
鳥
の
声
こ
こ
に
ど
ゞ
か
す
紅
薬

蛾
ん

水
普
だ
け
が
深
ま
る
秋
と
岩
を
包
む

美
し
い
秋
の
山
気
に
浸
り
な
が
ら
、

こ
の
道
を
通
っ
た
昔
の
人
々
の
こ
と
を

思
う
の
だ
っ
た
。

（
片
山
花
組
史
）
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∇▽▽
科持対

参象
金品者

0　砥

具やノドの粘膜乾燥

暖房時は

加湿を忘れず

不要犬の引き取りは、遠賀保健所093（201）4161へどうぞ

▽
場
　
所

∇
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

児
　
相
　
談

1
月
1
9
日
（
月
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

生
後
0
ヵ
月
～
6
ヵ
月
児

母
子
健
康
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定

食
事
等
の
相
談

無
料

妊
　
婦
　
相
　
談

▽
期
　
日
　
1
月
2
0
日
（
火
）

1
月
2
3
日
（
金
）

1
0
時
ま
で
に
お
い
で
下
さ

い。役
場
保
健
室

1
月
2
0
日

栄
養
指
導
、
家
族
計
画

1
月
鍵
田

新
生
児
の
扱
い
方
、
沐
浴

指
導
、
母
子
手
較
交
付

妊
産
婦

印
鑑

無
料

老
　
人
　
検
　
診

∇
期
　
日
　
1
月
0
0
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
老
人
憩
の
家

∇
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
5
時

▽
対
象
者
　
統
裁
以
上
の
希
望
者

▽
検
診
内
容。

検
尿
。
血
圧
測
定

o
問
診
　
o
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

乳
ガ
　
ン
検
診

保
健
所
主
催
の
乳
ガ
ン
検
診
が
行
な

わ
れ
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方
は
申
込

ん
で
下
さ
い
。

▽
申
込
み
掲
所役

掲
衛
生
係
の
窓
口
及
び

電
話
に
よ
る
申
込
み

▽
受
付
日
　
1
月
6
日
か
ら
定
員
（
5
0

名
）
に
な
り
し
だ
い
諦
切

り
ま
す
。

▽
検
診
日
　
1
月
2
1
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
0
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
4
時
～
1
5
時

▽
揚
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
韻
）

▽
粗
　
金
　
無
料

潜
在
看
護
力
活
用

講
習
会
の
開
催

看
護
婦
等
不
足
対
錦
の
一
環
と
し
て

家
庭
に
あ
る
就
業
し
て
い
な
い
看
護
婦

等
を
対
象
に
講
習
会
を
行
い
、
再
就
職

I
C
対
す
る
恕
酸
と
促
進
を
は
か
る
こ
と

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
保
健
婦

助
産
婦
、
看
醒
婦
、
准
看
護
婦
の
資
韓

を
お
も
ら
で
、
こ
の
請
習
会
を
受
諾
さ

れ
た
い
方
は
、
遠
賀
保
健
所
に
申
込
み

下
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
6
年
1
月
2
6
日
（
月

）
～
1
月
5
0
日
（
金
）

9
時
5
0
分
～
1
6
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
浜
の
町
病
院

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
3
丁

目
5
番
桝
号

▽
受
諒
斜
　
無
料

▽
申
込
み
期
間昭

和
粥
年
1
月
1
7
日
ま
で

▽
そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀

保
健
所
又
は
県
衛
生
部
医

務
課
看
護
保
健
指
導
係
に

問
合
せ
下
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
下
さ
い

o
所
在
地
。
兵
庫
県
揖
保
郡
新
宮
町
仙

正
字
河
原
田
3
0
の
3
2
番
地

o
同
町
中
野
庄
2
3
9
の
2

2
4
0
、
2
1
2
番
地

▽
屈
出
先
　
新
宮
町
新
宮
1
0
4
8
の

8
　
新
宮
町
役
鶴
岡
和
漢

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
6
年
1
月
2
6
日

o
所
在
地
　
神
奈
川
県
葉
野
市
南
が
丘

7
5
8
番
の
2

∇
扇
出
先
　
菜
野
市
桜
町
1
の
3
の
2

粟
野
市
役
所
衛
生
課
　
寓

話

0

4

6

3

（

8

2

）

5

▽
届
出
期
限
　
昭
和
捕
年
1
月
3
1
日

○
所
在
地
　
大
分
県
杵
築
市
大
字
大
内

字
野
鶴
9
4
の
1
、
9
4

の
2
、
8
5
の
1

▽
届
出
先
　
大
分
県
別
府
市
大
字
鶴
見

上
木
部
務
所
用
地
談

話
0
9
7
7
（
6
7
）

∩／－11

字
下
田
井
1
4
の
1
　
別
府
　
▽
届
出
期
限
∴
脚
和
5
6
年
1
月
3
1
日

i

－

i

i

i

－

I

圭

－

－

T

I

I

I

I

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

i

I

I

－

－

寒
く
な
り
ま
し
た
。
お
宅
の
暖

房
は
い
か
が
で
す
か
。

わ
れ
わ
れ
が
快
適
だ
と
感
ず
る

温
度
条
件
は
、
季
節
、
年
齢
、
性

別
、
衣
服
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
だ

れ
も
が
快
適
と
感
ず
る
温
度
は
一

定
し
な
い
わ
け
で

度
以
下
に
な
る
と
、
暖
房
が
必
要

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
暖
房
す
る
と
湿
度
は
低

く
な
り
、
空
気
が
乾
燥
し
、
鬼
や

ノ
ド
の
粘
膜
も
乾
き
細
菌
感
染
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
に
湯
気
を
立
て
る
な
ど
加
馳

す。
し
か
し
、
一
殺

的
に
い
え
ば
気
温

が
授
氏
1
3
度
以
下

に
な
る
と
、
わ
れ

わ
れ
の
か
ら
だ
は

じ
っ
と
し
て
い
て

手
足
な
ど
を
動
か

さ
な
け
れ
ば
、
し

だ
い
に
冷
え
て
き

ます。皮
膚
血
流
艶
の

研
究
の
結
果
か
ら

い
え
ば
、
摂
氏
1
6

ネ
古
宇

国
が
必
要
で
す
。

こ
う
い
っ
た
条

件
な
ど
か
ら
み
る

と
、
普
通
に
生
活

し
て
い
る
状
態
の

場
合
、
シ
ー
ズ
ン

に
合
っ
た
衣
服
を

醤
て
、
気
温
が
摂

氏
1
7
－
2
5
度
、
湿

度
4
0
－
7
0
％
、
風

速
が
秒
速
5
0
セ
ン

チ
以
下
と
い
う
と

き
に
、
「
快
適
」

と
感
ず
る
人
の
割

合
が
い
ち
ば
ん
多

い
よ
う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
暖

房
す
る
と
暖
か
い
空
気
は
上
に
、

冷
た
い
空
気
は
下
に
な
り
ま
す
の

で
、
上
下
の
空
気
の
対
流
を
よ
く

し
て
登
内
を
平
均
し
た
温
度
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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昭
和
弱
年
度
少
年
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
の
開
催

▽
趣
旨
　
子
ど
も
会
等
少
年
団
体
の
活

動
に
必
要
な
理
論
と
実
技
を
研
修
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

自
覚
と
資
質
向
上
を
め
ざ
し
地
域
に
お

け
る
少
年
指
導
者
の
育
成
と
少
年
団
体

活
動
の
振
興
を
は
か
る
。

▽
期
日
　
昭
和
5
0
年
1
月
2
4
日
（
土
）

～
2
5
日
（
日
）
1
泊
2
日

▽
会
場

宗
像
那
玄
海
町
神
湊
新
川
先

〒

8

1

1

－

3

5

福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の

家
」
電
話
0
9
4
0
6
（
2
）
2
5

▽
対
象
　
子
ど
も
会
等
、
少
年
団
体
の

指
導
者
及
び
こ
れ
か
ら
指
導
を
志
す

者
▽
研
修
内
容

o
語
義
と
実
習
（
レ
ク
リ
ー
ダ
ー
の
心

矯
え
と
レ
ク
‖
ノ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

。
実
技
（
廃
品
物
ク
ラ
フ
ト
、
手
づ
く

り
の
お
も
ち
ゃ
）

o
憶
説
（
少
年
団
体
活
動
に
お
け
る
リ

ーダー）
∇
参
加
経
費
　
千
一
二
百
円

▽
携
行
品
　
筆
記
用
具
、
洗
面
用
具
、

上
は
き
（
連
動
ぐ
つ
）
、
活
動
し
や

す
い
服
装
、
健
康
保
際
涯

▽
参
加
申
し
込
み
及
び
承
認

o
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

性
別
を
記
入
の
上
、
「
玄
海
の
家
」

ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

o
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
、
受
能

の
可
否
に
つ
い
て
は
、
お
り
か
え
し

通
知
し
ま
す
。

レ
ク
リ
　
ェ
　
ー
シ
　
ョ
　
ン
理
論
と

実

技

講

座

の

開

催

農
耕
民
俗
資
料
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

当
館
で
は
本
年
よ
り
「
使
っ
て
み
る

コ
ー
ナ
ー
」
を
殺
罷
し
ま
し
た
。

年
配
の
方
は
、
か
っ
て
使
っ
た
当
時

を
思
い
出
し
、
若
い
方
は
父
母
や
祖
父

母
が
、
苦
労
し
た
こ
と
を
偲
ん
で
も
ら

う
た
め
に
設
置
し
ま
し
た
。

来
館
の
折
に
は
使
っ
て
み
て
下
さ
い
。

郷
土
文
化
研
究
会
よ
り

お
誘
い

遠
賀
町
郷
土
文
化
研
究
会
で
は
、
1

月
の
行
革
と
し
て
、
会
員
に
よ
る
発
表

会
を
い
た
し
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
々

の
来
訪
を
お
待
ち
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
6
年
1
月
1
7
日
（
土

曜
）
1
3
時
5
0
分

▽
会
　
場
　
町
公
民
館
別
館

▽
課
　
題
　
「
遠
賀
町
の
民
俗
」

▽
蕩
　
師
　
吉
野
千
年

▽
会
　
費
　
無
料

▽
問
合
せ
　
虫
生
津
　
吉
野
千
年

包
話
（
3
）
0
4
2
5

土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
に
係
る

事
業
計
画
の
縦
覧
に
つ
い
て

土
地
区
画
整
理
法
第
2
0
条
第
1
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
遠
賀
町
今
古
賀
土
地

区
画
整
理
野
菜
の
郵
業
計
画
を
次
の
と

お
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
専
業
計
画
に
つ
い
て
慈

舘
1
回
遠
賀
町
内

囲
碁
大
会
の
結
果

広
渡
囲
碁
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
遠
賀

町
内
囲
碁
大
会
が
昨
年
末
5
8
名
の
参
加

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
A
組
（
6
段
～
2
段
）

擾
　
勝
　
柴
田
隆
助
2
段
　
　
今
古
賀

準
優
勝
　
永
松
新
一
郎
3
段
　
新
　
町

∇
B
組
（
初
段
～
3
級
）

優
∴
麟
　
大
屋
末
夫
2
級
　
広
　
渡

準
優
勝
　
石
松
正
人
初
段
　
　
上
別
府

▽
C
級
（
4
緻
～
1
0
級
）

優
　
勝
　
田
中
日
出
夫
5
級
　
広
　
漠

準
優
勝
　
永
田
勝
吉
4
扱
　
　
今
古
賀

兄
の
あ
る
方
は
、
昭
和
5
6
年
2
月
2
日

ま
で
に
清
見
聾
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

▽
縦
覧
期
間

昭
和
紡
雄
1
月
6
日
～
1
9
日

▽
縦
覧
時
間
　
8
時
5
0
分
～
1
7
時

▽
縦
覧
場
所
　
遠
賀
町
役
場
企
画
課

▽
日
時
　
昭
和
5
0
年
1
月
0
0
日
（
金
）

～
2
月
1
日
（
日
）
2
泊
3
日

受
付
　
9
時
～
1
0
時
3
0
分

▽
場
所
　
北
九
州
市
立
玄
海
背
年
の
家

▽
対
象
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

知
識
・
技
術
の
習
得
に
関
心
の
あ
る
方

▽
定
員
　
0
0
名
　
申
込
み
順
…
…
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法

電
話
で
玄
海
青
年
の
家
へ
　
0
9
3

（
7
4
1
）
2
8
0
1

受
付
　
l
月
4
日
（
日
）
～

1
月
2
7
日
（
火
）
9
時
～
1
7
時

▽
経
賞
　
三
千
二
百
円

▽
携
行
品
　
上
は
き
用
連
動
ぐ
つ
・
筆

記
用
具
・
着
蜜
・
洗
面
道
具
・
保
険
証

▽
そ
の
他
　
全
日
程
参
加
の
こ
と

要
項
に
つ
い
て
は
遠
賀
町
教
育
委
員

会
に
あ
り
ま
す
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
講
習
会
の
開
催

∇
日
　
時
　
昭
和
5
6
年
1
月
2
5
日

8
時
0
0
分
～
1
7
時

▽
場
　
所
　
北
九
州
市
若
松
区
本
町

吉
野
病
院
ホ
ー
ル

▽
受
講
料
　
千
円
（
昼
食
代
含
）

連
絡
等
は
、
今
橋
番
店
へ
ど
う
ぞ
。

戸
畑
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
募
集

▽
訓
練
職
種
、
募
集
定
員
及
び
期
間

o
機
械
科
4
0
名
（
男
女
）
1
年

o
構
造
物
鉄
工
科
3
0
名
（
男
）
1
年

。
機
械
製
図
科
0
0
名
（
男
女
）
1
年

▽
募
集
期
間
　
5
6
年
1
月
2
0
日
ま
で

▽
選
巻
日
時
及
び
場
所

1
月
2
7
日
1
0
時
よ
り
当
訓
練
校

∇
そ
の
他
　
授
業
料
は
無
料
で
問
い
合

わ
せ
等
は
、
声
畑
区
東
大
谷
2
の
1
の

1
電
話
0
9
3
（
職
）
4
3
0
6
、
福

岡
県
立
戸
畑
高
等
職
業
訓
練
校
に
ど
う

ぞ。

北
九
州
工
業
高
等

専
門
学
校
学
生
募
集

▽
受
付
期
間
　
昭
和
5
6
年
2
月
2
日
～

2
月
同
日

▽
募
集
科
　
　
機
械
工
学
科
、
宙
気
工

学
科
、
化
学
工
学
科

そ
の
他
詳
細
は
、
北
九
州
工
業
高
等

専
門
学
校
学
生
課
教
務
係
へ
ど
う
ぞ
。
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20歳になったら国民年金に加入しましょう

圃　一ヽ
　　　　一ヽ
　　　　■ヽ

空
気
を
着
よ
う

〃
r
∴
∴
∴
∴
○
－
　
　
　
ヽ

シ
ャ
ツ
一
枚
の
効
用

今
で
こ
そ
暖
房
器
具
も
ス
ト
ー
ブ
や

温
風
フ
ァ
ン
、
こ
た
つ
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
時
代
が
さ
か
の
ぼ
っ
て

江
戸
時
代
と
も
な
る
と
、
せ
い
ぜ
い
手

あ
ぶ
り
の
火
ば
ら
か
い
ろ
り
程
度
だ
っ

た
と
い
わ
れ
ま
す
。

家
の
造
り
か
ら
し
て
ス
キ
間
風
に
も

悩
ま
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
ら
、
現
在
に

比
べ
て
、
か
な
り
〟
寒
い
冬
●
で
あ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
人
々
は
、
重
ね

着
を
す
る
、
つ
ま
り
多
く
の
衣
服
を
着

る
こ
と
に
よ
っ
て
体
温
を
保
持
し
、
寒

さ
を
し
の
い
で
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

シ
ャ
ツ
な
ど
を
た
く
さ
ん
替
る
と
暖

か
く
な
る
　
－
　
だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る

簡
単
な
理
屈
で
す
が
、
選
外
に
知
ら
れ

て
い
な
い
の
が
空
気
の
役
割
で
す
。

つ
ま
り
重
ね
着
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
服
と
服
と
の
間
に
薄
い
空
気
の
届
が

で
き
ま
す
が
、
実
は
こ
の
空
気
の
層
が

体
温
を
保
つ
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
で
す
。

空
気
に
は
、
熱
が
伝
わ
り
に
く
い
牲

質
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
保
温
効
果
を
高

め
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
膚
と
シ
ャ
ツ

シ
ャ
ツ
と
Y
シ
ャ
ツ
、
Y
シ
ャ
ツ
と
チ

ョ
．
ッ
キ
、
チ
ョ
．
ッ
辛
と
上
着
　
－
　
に
い

う
具
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
服
の
間
に

で
き
る
幾
盆
も
の
空
気
の
周
が
、
体
温

を
ガ
ッ
チ
リ
守
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
お
わ
か
り
の
よ
う

に
、
厚
手
の
も
の
を
一
枚
着
る
よ
り

も
、
薄
く
て
も
重
ね
着
を
す
る
方
が
、

そ
れ
だ
け
空
気
の
屈
が
た
く
さ
ん
で
き

る
の
で
、
よ
り
暖
か
い
と
い
う
わ
け
で

す
。
シ
ャ
ツ
一
枚
は
一
つ
の
空
気
層
を

つ
く
る
T
I
I
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。

い
ま
、
国
を
挙
げ
て
石
油
の
節
約

－
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
今
年
の
部
屋
の
温
度
は
1
8
度

が
目
安
で
す
。
寒
い
な
と
感
じ
た
と
き

は
空
気
層
に
よ
る
保
温
　
－
　
シ
ャ
ツ
一

枚
の
効
用
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
救
急
車
5
7
8
一
3
7
2
盲

願
う
無
災
害
、
健
康
籍
一

本
年
こ
そ
火
災
の
無
い
町
に

年
も
改
ま
り
気
分
も
一
新
、
本
年
こ

そ
み
ん
な
で
火
災
の
無
い
安
心
し
て
住

め
る
町
づ
く
り
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
一
年
か
ら
十
一
月
ま
で
の
火
災

発
生
は
表
の
通
り
で
す
が
、
財
産
を
な

く
し
た
人
の
気
特
に
な
っ
て
自
分
こ
そ

火
車
を
起
さ
な
い
強
い
決
窓
が
、
町
全

体
の
無
火
災
で
あ
り
、
尊
い
人
命
と
大

切
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。病

気
で
す
か
、
怪
我
で
す
か

健
康
で
あ
り
た
い
、
蒋
故
に
あ
い
た

く
無
い
、
こ
れ
は
み
ん
な
の
願
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン

の
白
い
（
救
急
）
革
を
利
用
さ
れ
た
方

は
昨
年
も
一
段
と
件
数
が
増
え
ま
し

た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
み
ん
な
の
願

い
を
押
し
倒
し
た
の
は
ピ
ー
ポ
ー
サ
イ

レ
ン
で
は
な
く
、
人
命
の
不
祥
時
が
発

生
し
た
残
念
さ
の
表
現
に
聞
こ
え
は
し

な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
年
こ
そ
健
康
と

無
災
害
に
栢
恵
し
ま
し
ょ
う
。

遠
賀
郡
消
妨
害

笛
内
火
災
・
赦
怠
件
数

1
月
か
ら
1
1
月
ま
で

囲
朝
田
樹

火
災
±
÷
7
竺


